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研究背景

親子間交流班の見解

近年、親子間の交流が減ってきているのではないか…？

その原因は何か…？



スマートフォンを中心
とした、デジタルデバ
イスが親子間のコミュ
ニケーションを妨げて
いるのでは…？

出典 公共社団法人 日本小児科医会



スマホネグレクトとは

スマホネグレクトとは

親が子供の前でスマートフォンを使っていることで、子供からの
メッセージに気づけないせい等で子供とのコミュニケーションが
阻害されること

ネグレクト（育児放棄）と同じプチ虐待の一種

親子間の会話が
減ってしまう！



スマホネグレクトの悪影響（精神面）

出典 ベネッセ 第二回子ども生活実態基本調査



スマホネグレクトの悪影響（能力面）

• このグラフからわかること

• 親子の会話が多いほど灰白質
の濃度が低くなっている

濃度の低さは言語能力と関係し
ている、つまり親子で過ごす時間
が多い子供ほど言語能力が高いこ
とがわかる

出典 東北大学加齢医学研究所
親子で過ごす時間が子どもの言語理解と関連脳領域に影響



コミュニケーションは質も重要

• 2000年代にロシアのサンクトペテルブルクの孤児院で
の事例

→スタッフに心のこもった世話をさせると、子どもの
認知能力や社会性、運動技能が改善された。

スマホネグレクトは”会話の質”も奪ってしまう！！



京田辺市の現状



人口推移と世帯構成出典:「京田辺市子ども・子育て支援事業計画」



現状と利点出典:「京田辺市市勢要覧」

• 京都府トップクラスの人口増
加率

⇒松井山手・同志社山手などの
大規模開発による子育て世代を
中心とした人口流入が続く

• 子育て支援の充実

『若い世代が子育てを

しやすい都市に』



≪ヒアリング調査≫

• 京田辺市 子育て支援課

• 京田辺市議会議員 吉高 裕佳子さん

⇒現在の子育て支援の取り組み・実態

• 京田辺市立薪小学校

⇒ティーチング教育の提案



各種手当支給事業

• 子育て支援医療費

⇒対象年齢の拡大により助成額が大幅増加

• 児童手当、子ども手当

児童扶養手当etc

⇒どれも増加傾向

ハード面

例:京田辺市が出している児童手当制度の案内



様々な子育て支援の取り組み

• ファミリーサポート

• パパママセミナー

• はぐはぐ

• 児童館



パパママセミナー

• これから赤ちゃんを迎える

お父さん・お母さん対象

目的⇒共に赤ちゃんを育てていける

地域の育児仲間を見つける

相談が出来る

育児の先輩とつながれる

育児の見通しがたつ



政策提言



親子間のコミュニケーション

減少
スマホネグレクト

子どもの発達・精神面に
悪影響の可能性



ティーチング課題の導入

親と子が目を見て話す機会を増やすことが必要

ティーチングの定義

「自分が持っている知識を相手に教えること」
（hello,coaching “コーチングの基本”より抜粋）



ティーチング課題とは？

• 小学校での児童への課題として、保護者に解答してもらう問題を出す

その問題を児童が保護者に解説（つまりティーチング）する。

ex)

⇒親と子が協力して取り組む課題
親密なコミュニケーション



ラーニングピラミッド
アメリカ国立訓練研究所による研究結果

受動的な学習

能動的な体験学習

高い記憶率‼



京田辺市立薪小学校での取り組み

• 難易度の高い単元の終了後に、授業内で児童同士の教えあい
を取り入れている

• 自主的に教えあいをする児童も

→学習意欲の向上にもつながる
親子間での

実施



ティーチング課題の効果

ティーチング本来の効果

親子間コミュニケーション



実施計画

• 小学校低学年のクラスにて試験的に実施する。

• 手紙にて保護者に入念な告知のもと行う。

• クラスで隣の席の児童→親の順番にティーチングを行う。

• 長期休暇の間に有志で行う。

実施内容



実施のプロセス

児童同士のティーチ

ング

告知のもと、有志に

よる家庭でのティー

チング

成果をエビデンスと

して周知させる。



ティーチング課題の例

• 課題には2つのパターンを用意する。

• A:ティーチング課題；親に実際に問題を解いてもらい、子が解
説する

ex)お母さんかお父さんにスイミーのあらすじを説明しましょ
う。

• B:親子間交流特化型課題；子が親についての話を聞く。

ex)お母さんとお父さんの思い出の場所を聞いて、もっと知り
たいことがあれば質問してみましょう。



総括

• ティーチング課題を導入することで、児童の学習能力、知的好
奇心の向上に加えて、親子間コミュニケーションの改善をまと
めて解決できる！

→親子間コミュニケーションの

増加は親子間の会話が減ること

によって起こりうるネグレクト

の影響も必然的に改善する。



総括

ティーチング課

題の導入

親子間コミュニ

ケーションが増

加

ネグレクト解消

• 加えて、ネグレクトによる影響

→精神面、能力面なども必然的

に解決できる



≪参考文献≫

• 「私たちは子どもに何ができるのか 非認知能力を育み格差に挑
む」ポールタフ著 高山真由美訳

• 「スマホ依存の親が子どもを壊す」諸富祥彦著

• Orphanage Research Team, “The Effect,” 130

• 京田辺市子ども・子育て支援事業計画

• 京田辺市市勢要覧


